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八木 章 先生の略歴

1経 歴

1.学 歴

1944年1月

1962年3月

1963年4月

1967年3月

名古屋にて生まれる
愛知県立旭丘高等学校卒業
慶鷹義塾大学商学部入学
慶慮義塾大学商学部卒業

2.職 歴

1967年4月

1968年4月

1972年3月

1973年1月

1974年12月

1981年4月

1993年5月

1995年3月

1999年3月

2001年4月

2005年4月

2009年4月

2010年4月

2012年3月

(株)竹 中工務 店入社 大阪本店 工務部原計課,他2部 門

同社 東京本店経理部 資金課

同社 本社情報セ ンター(大 阪)計 算部門

同社 本社 情報セ ンター 東京支所 コンピュー タ運用管理担 当

同社 本社情報セ ンター(大 阪)担 当常務秘書,管 理部,開 発部 システム開発担

当

同社 本社 情報セ ンター(大 阪)開 発部開発課長,情 報部情報課長,同 企画課長

を歴 任

組合 中央 執行部副委員長

同社 技術 研究所 管理部長

同社 本社人事企画部長

(財)竹 中育英会 事務 局長(兼 務)

近畿大 学経営学部 助教授(准 教授)

同 教授

同 特任教授

同 定年退職

3.教 育 歴

1981～1999

1986～2002

2001～2007

2004

竹中工 務店 デー タ解析講座 講師

日本科学技術連盟 多変量解析研究会 指導委員

竹中工 務店 セカ ン ドキ ャ リアセ ミナー 講師

大阪国税局 管理監督職 メンタルヘルス研修 講師

H業 績

1.著 書

(単著)

① 『キ ャリア ・マネ ジメン ト」2008年5月(株)中 央経 済社204頁

(編著)

① 『多変量解析 事例 集第1集 』1992年11月(株)日 科技 連出版社 吉澤正他

(共著)

① 『多変量解析 事例 集第2集 』1997年3月(株)日 科技 連出版社 吉澤正他 執筆11頁

② 『多変量解 析実例ハ ン ドブック』2002年6月(株)朝 倉 書店 武藤浩他 共同執筆9頁

2.論 文

①1981年5月 「ホテル建築におけ る企画設計 システム」

(財)日科技連 品質管理 シンポ ジウム論文集 矢野貞一他1名18頁

②1984年3月 「多変量解析手法 によるホテル市場の評価」 日本建築学会 電 子計算機利用委員

会 第6回 電 子計 算機利用 シンポ ジウム論文集 藤井雅彦他3名6頁

③1985年3月 「TheintroductionofSASsoftwareandthestrategyusedtospreaditsuse」

国際SASユ ーザ会議論文集6頁(同 会議 教育 ・コ ンサル ティング部 門最優秀賞受賞)

④1985年6月 「SAS導 入 と普及戦略」 日本SASユ ーザ会論文集6頁

⑤1987年10月 「ホテル建築におけ る企画 システムの開発」(財)日科技連品質管理 大会6頁

⑥2001年4月 「多変量 解析 新世 紀へ」(財)日 科技 連ENGINEERS`6305頁



⑦2005年1月 「企業実務の立場か ら見 た安全配慮義務 の実 際とメンタルヘル ス予防 に取 り組む姿

勢」 日本産業 ス トレス学会 産業ス トレス研究第12巻 第2号 矢野功 共 同5頁

⑨2008年7月 「奨 学金 財団 と人材育成事業の役割」非営利法人研究学会vol.10.7頁

⑨2008年7月 「キ ャリア と人材教育」 商経学叢 第55巻 第1号7頁

3.学 会報 告等

①1995年4月

②1996年4月

③2001年11月

④2004年1月

⑤2007年9月

⑥2010年5月

⑦2011年5月

⑧2011年9月

私の多変量解析 との出会い(財)日 科技連 多変量解析研究会

竹中工務店 にお ける多変量解析の活用(財)日 科技連 多変量解析研究会

竹中工務店 にお ける中高年のキ ャ リア開発

日本能率協会 マネジメ ン トセ ンターHRMカ ンファレンス

キ ャリアカ ウンセ リングについて 日本産業 カウンセ ラー協会関西支部

財団法人 と人材育成事業の役割 非営利法人研究学会 全国大会

産業カ ウンセ リングを企業の人材育成 に生かす には

産業 カウンセ リング第40回 全国研究大会

産 業カ ウンセ ラーの大学での活躍 フィール ド

産業 カウ ンセ リング第41回 全 国研究大会

2年生か らのイ ンター ンシップ 日本イ ンター ンシップ学会第12回 大会

4.

①1982年4月

②2003年4月

③2005年5月

④2006年9月

⑤2010年3月

⑥2012年9月

その他 の社会的貢 献(現 在 活動中)

SASフ ォー ラム学術総会 セ ッシ ョン ・チ ェアマ ン,論 文査読委員

(一般社団法人)日 本産業カ ウンセ ラー協会 関西支部倫理委員

(公益財団法人)竹 中育英会 評議員

日本イ ンター ンシップ学会 本部広報委員,関 西支部運営委員

(公益財団法人)東 大阪市産業創造勤労者支援機構 評議員

(公益財団法人)じ ゅうしん育英会 選考委員



近畿大学商経学会規約

第1条(会 の 名 称)

本 会 の 名 称 を 「近 畿 大 学 商 経 学 会 」(TheSocietyofBusinessStudies,KinkiUni-

versity)と す る 。

第2条(事 務局の設置場所)

本会の事務局は,こ れを近畿大学経営学部資料室に置 く。

第3条(会 の目的)

本会は,近 畿大学における商学,経 営学,会 計学をはじめとする関連諸分野の研究 ・

教育を促進 し,そ の成果を広 く公にすることを通 じて,学 界ならびに実社会に寄与貢献

することを目的とする。加えて,構 成員の優れた業績を表彰することでその業績を世に

知 らしめることを目的とする。

第4条(会 の 事 業)

前 条 の 目的 を 達 す る た め に,本 会 は以 下 の 事 業 を 行 う。

(1)機 関 誌 「商 経 学 叢 』 の 刊 行

(2)ワ ー キ ン グペ ーパ ーの 管 理

(3)そ の 他,研 究 ・教 育 成 果 を 公 表 す る書 籍 等 の 刊 行

(4)研 究 会,ワ ー ク シ ョ ップ,学 術 講 演 会,セ ミナ ー等,研 究 ・教 育 成 果 を 公 表 す

る催 事 の 実 施

(5)そ の 他,前 条 の 目的 を達 す る た めの 事 業

第5条(会 員資格)

本会の会員は,以 下のとおりとする。

(1)近 畿大学経営学部専任教員(助 教,特 任教員を含む)

(2)近 畿大学経済学部専任教員(助 教,特 任教員を含む)

(3)近 畿大学大学院商学研究科博士後期課程修了者および満期退学者

(4)近 畿大学大学院商学研究科博士後期課程在学生

(5)近 畿大学経営学部,経 済学部,お よび商経学部の名誉教授



な お,(5)に つ いて は,そ の 身 分 を終 身 会 員 とす る。

第6条(会 の組織)

1本 会は,以 下の役員をもってこれを運営する。

(1)会 長

(2)編 集委員

2会 長には,近 畿大学経営学部長が就任 し,本 会を代表するとともに,会 務を統括す

る。

3会 長は,前 条(1)に該当する者の若干名に対 し,編 集委員を委嘱する。

4編 集委員に委嘱された者は,経 営学部広報 ・編集委員会編集部会に属 し,会 の運営

に当たる。

5編 集委員の任期については,各 種学部委員の任期に準ずる。ただ し,再 任 ・留任を

妨げない。

第7条(会 の予算)

1本 会の予算期間は,4月1日 か ら翌年3月31日 までとする。

2本 会の活動経費は,経 営学部の予算 において配分された額をもって,こ れに充てる。

第8条(著 作権について)

第4条 に定められた事業を通 じて公にされる著作物(音 声,映 像記録等を含む)の 著

作権については,そ の著作物が近畿大学商経学会によって採用もしくは実施された時点

で,著 作者ないしこれに準ずる者か ら近畿大学商経学会に譲渡されたものとみなす。

附 則

本 規 約 は,平 成23年2月16日 よ り施 行 す る。



近畿大学 『商経学叢』に関する規程

第1条(本 規程の目的)

本規程は,「近畿大学 「商経学叢』に関する規程」(以 下,「本規程」と略称する)と

称 し,近 畿大学商経学会規約(以 下,「規約」 と略称する)第4条(1)に 定められた事業

を遂行するために必要な事項について定める。

第2条(『 商経学叢』刊行の目的)

「商経学叢』は,規 約第3条 に定め られた商経学会の目的を達すべ く,会 員の研究 ・

教育成果を公表するために刊行される。

第3条(『 商経学叢』の編集)

「商経学叢』の編集 ・刊行作業は,規 約第6条 第1項(2)に 定められた編集委員が,こ

れを担当する。ただ し,必 要な場合は,こ れ以外の者を参加させることができる。その

際,参 加できる者は規約第5条(1)に 定める会員に限る。

第4条(『 商経学叢』の種別)

「商経学叢』は,以 下の種別を有する。

(1)通 常号

(2)記 念号

① 退任記念号 定年退職する教員を対象とする

② 追悼号 在職中に物故 した教員を対象とする

③ その他の記念号……周年記念等,し かるべき時期に刊行する

なお,記 念号の刊行については,別 に定める。

第5条(投 稿資格)

1規 約第5条 に定める会員は,『商経学叢』に投稿する資格を有する。

2た だし,会 員のうち,規 約第5条(3)も しくは(4)に該当する会員については,本 規程

第6条 に定める掲載著作物のうち(1)のみを投稿できるものとし,か つ 「『商経学叢』

への大学院生投稿論文の査読手続に係る内規」にもとづき,投 稿論文の掲載には審査

を要する。



3共 著による投稿の場合は,共 著者のうち少な くとも一名(た だ し,第 一著者)が 会

員であることを要する。ただ し,近 畿大学経営学部教授会の議を経て受け入れた客員

教員および客員研究員ないしそれに准ずる者については,共 著における第一著者とし

ての投稿資格を有するものとする。この場合の掲載順序については,当 該投稿者の本

来の勤務先における職位に准 じる。

4必 要に応 じて,会 員以外の者に執筆を依頼することができる。

第6条(掲 載著作物の種別)

「商経学叢』には,以 下の著作物を掲載する。

(1)論 文

(2)研 究ノー ト

(3)資 料

④ 書 評

第7条(投 稿 に関 す る留 意 事 項)

『商 経 学 叢 』 に投 稿 す る 際 に は,以 下 の点 を踏 ま え る もの とす る。

(1)投 稿 者 は,所 定 の 表 紙 に必 要 事 項 を 記 載 し,提 出原 稿 に添 付 しな けれ ばな らな

いo

(2)原 稿 は,ワ ー プ ロで 作 成 され た完 成 原 稿 と し,未 刊 行 の もの で な けれ ばな らな

いo

(3)論 文 に 関 して は,原 稿 の 本 文 冒頭 に 以 下 の 事 項 を 順 に記 載 しな け れ ば な らな

いo

① 論 題

② 筆 者 氏 名

③ 日本 語 概 要(300字 以 内)

④ 欧 文 概 要

⑤5個 以 内の キー ワー ド

⑥ 原 稿 提 出 日

(4)本 文 中 の 節 番 号 は1,2,… と表 記 し,項 番 号 は(1),(2),… と表 記 す る こ とを

原 則 とす る。

(5)図 表 は,図1,表1と 表 記 し,図 表 タ イ トル と と も に書 くこ と。 引 用 した 場 合



は,出 所を図表の下に明記すること。

(6)注 は脚注で表記 し,本 文中の しかるべき場所に通 し番号を付すること。

(7)参 考文献は,本 文末に一括 して リス トを作成すること。その順序については,

学界において広 く採用されている方法を用いること。

(8)参 考文献の表記方法については,以 下の方式を原則とする。

著 書 【洋文献】…著者名[刊 行年]書 名 〈イタリック〉,出 版社 もしくは出版

地名。

著 書 【和文献】…著者名[刊 行年]『書名』出版社名。

論文等 【洋文献】…著者名[刊 行年]論 題,所 収誌名 〈イタ リック〉,巻,号,

掲載ページ。

論文等 【和文献】…著者名[刊 行年]「論題」『所収誌名』巻,号,掲 載ページ。

(9)執 筆者校正は,二 校までとする。

第8条(著 作権)

1『 商経学叢』に掲載が受理 された原稿の著作権は,近 畿大学商経学会に帰属する。投

稿者が当該原稿を他の出版物に転用する場合には,あ らか じめ文書によって近畿大学

商経学会の許可を得なければな らない。

2「 商経学叢』に掲載された原稿については,冊 子体以外の媒体で公開されることが

ある。投稿者は,こ れを承諾 したうえで投稿するものとする。



前号 目次 〔第59巻 第1号(通 巻 第165号)〕2012年7月10日 発行

献 辞

リース会計の使用権モデルに関する問題点の提起

リース期間の決定方法の問題を中心として

浦 崎 直 浩

投資信託の収益分配金の仕組み

現代会計構造とレーマン三勘定系統説

組織構造とビジネス ・プロセス

管理会計における2つ の立場

内 倉

川 口

郡 司

滋

八洲雄

健

税務会計における複式簿記の限界

連合東インド会社の衰退と会計システム

企業危機と管理の失敗

単式簿記は複式簿記の萌芽なのか

会計の本質との関連において

最近の企業経営の課題についての一考察

ニ ックリッシュか らの10問 を中心にして

イノベーターのジレンマについての一考 察

農業活動における公正価値測定の意味合い

国際会計基準(IAS)第41号 「農業」

野中郁次郎の知識創造理論の形成と発展

ニ ックリッシュによるリスク ・マネジメン トについての一考察

小 菅 正 伸

鈴 木 一 水

橋 本 武 久

深 山 明

渡 邉 泉

青 山 浩 也

牧 浦 昭 夫

川 原 尚 子

徐 方 啓

一般に認められた会計原則をめぐる米国裁判所の判断

物価変動下における会計上の資本概念と時価概念

参加型処分行動にアイデンティティ形成意識と

倹約志向がもたらす影響

牧 浦 健 二

毛 利 敏 彦

山 口 忠 昭

玉 置 了



譲渡所得の取得費と取得費引継ぎ規定との関係に関する一考察

中 野 浩 幸

共有価値創造時代における統合 レポーティングのあり方について

戸 田 統 久

ニ ックリッシュの 「経済的経営学』についての一考察(そ の①)

研究対象の企業か ら経営への変更に伴う主要な概念の

検討を中心にして一 牧 浦 健 二



 (Articles) 
Case studies for the solution of the ethical dilemma of counselors

Masuyuki Iguchi

Proactive behavior on a working career 

 regarding career perspective and a vocational identity

Kumiko Kirii

The effects of using campus portal system which favorably 
 influence proposing of discussion issues Masayoshi Takamichi 

Defining the "Traditional Entertainment" 
 from the Performance Databases Yumiko Sakabe 

Exploration of Ultrafast Lattice Dynamics 
 with Femtosecond X-ray Probe  Masaki Hada  • Jiro Matsuo 

The Relation of the Purchase Effect by the Fractal Dimension 
 and the SD Method of Product Packaging Mayumi Oyama-Higa 

 Tri-partition Tree Method as Logical Thinking Akira Ichige 

Solving Sudoku Puzzles by SAS®  Setsuo Suoh 

Present and Future Issues in Organization and Functionalization 
 of Voluntary Organization for Disaster Prevention 

 An Analysis Based on National Web-based Survey 
Masahiro Arima

Spread of the "Sencha Tea" hobby and establishment 
 of the "Sencha Tea" ceremony in the middle and late Edo period 

  Takuyo Yasunaga 

It is necessary to learn ourselves than to be educated  Yasuma Matsumoto 

Deployment of new activity in a middle-scale historical museum 
 The example of Takenaka Carpentry Tools Museum  

  Shigeo Kawahata 

Employer's role and Employee's role for Prevention of Mental disorder
Isao Yano

Career Formation among People with Disabilities  Hisayo Ookubo 

Is Food Safety Commensurate with Food  Self-Sufficiency  ? 
 Considering the Perspectives of China and Japan  

 Hideki Katsuda, Yoshiaki Hattori and Fumio Arakawa 

Which is the real menace, contaminated food imports or  bioterrorism  ?
Hideki Katsuda

Development of Provisions of Sustainability Information 
 Disclosure on National and Regional Stock  Exchanges. Naoko Kawahara



Huawei Technology's global management

AD Representation of UNIQLO

  Fangqi Xu 

Toshiyuki Senoh

A New Education Model for Thinking about Turning Points of

Own Careers Takahisa Tsuji

Innovation from the View Point of Absorptive Capacity: 
 Based on Some Case Studies Teruyuki Bunno 

On the Study of the Education's System for Business Economy 
 in the Weimar era purposed by H. Nicklisch  Kenji Makiura 

The characteristics of internalized commitment to organization 
  Kazuki Matsuyama 

Some Issues of the Fair Value Concept in Accounting  Tadaaki Yamaguchi 

Approachability of the Guiding Figure: 
 New Perspectives for Continued Organizational Career 

 Support after Athletic Retirement  Olivia C. Ogawa 

"Trap of Diversification Strategy"  Nobuyuki Kamikojo 

A study on revenue bonds introduced for the road maintenance
and improvement

A study on the character of capital gain  taxation-  • • 

Brand Equity Management in Integrating Channels
and Communication  

An Analysis on Revenue Recognition Mechanism under

 Takao Goto 

Hiroyuki Nakano

A Concept of Substance over Form

Takeshi Okayama

Xiaojia Yao

 (Note) 
A Historic Investigation on the beginning of Japanese

Labor Administration Takamasa Nakashima

On the Study of the Theory of Economical Business

purposed by H. Nicklisch (part 2) Kenji Makiura

Construction of "Idea Development Assist System" using
the voice inputting Daisuke Tomo

 (Material) 
Establishment and Background of the Greater Arita 

 Porcelain Promotion Association 
  Takehisa Yamada, Takashi Tsutsui, Tadahiko Yoshida and Hiroshi Togo



編 集 後 記

平成24年3月 に八木 章先生 は近畿大学経営学部をご退職 されました。

本論文集は,八 木先生のご退職 を機 に,学 内か らは21篇 の論文な らびに研究

ノー ト,資 料を,ま た学外か らは13篇 の論文を諸先生および実務家 の方 々か ら

ご寄稿頂 き,合 計24篇,700頁 を越える論文集 とな りま した。

この論文集が完成をみま したの も,ひ とえに執筆者の先生,そ して実務家の

方 々の ご協力の賜物であり,編 集委員会一同,ご 寄稿頂きま した皆様に深 く感

謝申 し上げます。

八木先生 は,民 間企業 を経て近畿大学経営学部助教授 として着任 されま し

た。民間企業ではデータ解析の専門家 として経営 に貢献 されるとともに,労

働組合 の幹部 として も活躍 されま した。近畿大学では,キ ャ リア ・マネジメ

ン ト学科設立当初か ら,学 科運営や ビジネス ・イ ンターンシップ授業の立ち

上 げとその運営にご尽力 され,講 義やゼ ミナールの学生への指導 に力を注が

れました。先生 のご講義およびゼ ミナールは学生 か らの評判 が高 く,学 生に

対 してきめ細か くそ して,温 か く接するお姿 は,我 々後輩教員 にとっての模範

で した。先生のご功績 に敬意を表す るとともに,こ れまで賜 りま した薫陶に

深 く感謝申 し上 げます。

八木先生 におかれま しては,く れ ぐれ もご健康 に留意 され,よ り広い立場か

ら今後 も益 々ご活躍 されます ことを心 より祈念いた してお ります。

『商経学叢』八木 章先生退任記念号編集委員会

岡 野 英 伸 松 山 一 紀

島 吉 伸 関 野 賢

山 縣 正 幸
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